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蜘蛛の近似種を簡單に見分ける方法（ I ) 

植 村 利 夫 
柬京市瀧野川區西ヶ原町三一〇 
CB 召和十二年四月十一 R 受領〕 

動植物の分類硏究4•やる人の最い迷はされろのは近似極の見分け方である 0 m - w ： 
と思つたもの I こ別の名がついて來たリ，別種た•と思つて同定なもとめたものに同一の名が 
ついて來れリして惊かされ，自分の觀察不十分4•考へないで査定者の誤リではないかと疑 
つ n りす-ろことのあるの u 誰しも經驗すろ所である。勿論其の道の權威者だからと沄つ 
て其の鑑定は%間違つてゐないと U 限らない〇又世間 I '-ざら I こ見受けられるやう I : 
或一種の動物又は植物に對して甲の學者と乙の學老とで全然別む種として取扱はれてゐ 
る；と t ある〇 :の樣な見解の相違は止むを得ないとして，ふ-としすこ不注意から査定若の 
方で t とんた*間違ひをやらかすことのあるの u 神ならぬ身の當然のことである。それは 
さておき，蜘蛛の分類 t 御同樣 I こ感 L ておられることでせうが，中々一朝一夕の硏究で It 
て吾ばきと種の區別まで出來ろ樣な簡單な t ので U ない0特 I こ同じ樣な種の區別となつ 
て11 K 一種の决定に數日な費すこと t わる。否數 EI どこるではない〇小生は最近約三箇 
月間 I こ亘つて Pachyl & m ^ us 屬の種な比較沂究してゐるが，まだどこて區別してふ v 、か見 
當さへもついてゐない樣な次第である。最近分類なんて學間ではないと云ふ聲を i く聞 
くが，これは小生の樣なのろま I このみあてはまる言葉で U ないかと思ふ。兎 I こ角現代の 
世の中は代:しいのである。種の區別等も出來 n ば簡單じ早く出來ろにこし n ;と it ない〇 
小松榮氏もそうした事な御高著の序文 I こ述べられ，其の點 I :•主力を注いで一生涯の力作 
「原色大 B 本蜘蛛類■說」を著は S れす:樣であるが，小生も大い I こ同感の至りであろ C く 
だらぬこと U . ぺソな i : らしす:がさて予はこれから上記の樣な考へのもと a 小生獨特の蜘 
蛛近似種の見分け方を順次御紹介申上たいと思ふ。勿論種の區別は相當深い程據のもと 
になされてゐるのであつて， R —部分の末梢的な特徵な捕へて種の區別點とするの U 學士 
の喜 a •ない所と思ふが，小生のこれから書いてみやうとするのはそうしれ學間的な分類上 
の特徵〜完全に比較するので u ない〇初歩の方々がこ•く簡單じ時間や勞力4•鉴しないで 
•而も間違ひなく種の區別が出來ろ樣に最も目立つた或一點又 U 二點4•比較するのである 
から，其の特徵たるや分類學上最も重要な點 4* 度外視してゐろか I 如 n ない〇そ n も前 
以てお斷リしておく 0今回は取敢へす最近會昊•から御貫問のあつた種4•主として番いて 
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みる事にしす:〇今後 
t 御質問のあつた t 
のな•中心に書いてゆ 
さす：いと思ひますか 
ら，ごうか御遠慮な 
く御迷ひになつでお 
られろ點4御通知 T * 

さる樣お願ひ申上て 
おさます。（昭和十 
二年 四弓十 FO 

1. アシナガグモ （Tetragnatha praedonia) とヤサガタアシナガグモ 
(T. japomca ) 

アシナガグモ （ 71 jmtcdonia) とヤサガタアシナガグモ （T 7 . japonica) は完 
全な成體の檫本に於ては大さ，色彩等からはつきり區別出来るものであるが， 
不完全な檩本に於ては容 S に區別のつかない場合がある。和名の示す通り/ a- 
poniea {^: p'oficlonki に比して體はほつそりしてゐるし，腹部は銀白色に輝い 
てゐるのであるが，澤山の標本を扱つてみるとこれだけでは見分けのつかない 



第一阛 T. praedonia の上頸 （ Mandibeln ) 左9右 $ 


ことが多い。そこで最も容易に而も間違ひなく區別する方法として予はこ i に 


兩種の上顎を比較することをおす i めする。尤も上顎は最後の脫皮を終へるま 




第二圖 T. japonica の上顎 （ Mandibeln ) 左？ 右 3 


では Tetragnatha 風 
特の グロテスクな も 
のに發達しない〇で 
あるが，その代りに 
成體でありさへすれ 
ば腹部や脚がなくと 
も區別がつくので都 
合がよいのである0 


第1圖は prcte ふ第2圖は japonica 〇上顎を描いたもので，便宜上9 6を 
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以て一對としておいた。讀者はよく御比較願ひたいと思ふが， praedonia の方 
は牙の基部に？ S 共角があるに反し japonica の方は何れも圓曲してゐる點や 
praedonia (D 9 の後牙堤 0 先端に近き方に目立つて幅の廣い齒があること等は 
見逃してならない點だと思ふ。 

2. ヤサガタアシナガグモ CT japonica ) t トガ y アシナガグモ （ T . caudicula ) 

praedmia と ja—ea の見分け方は上記の通リであるが，後者Iこ色彩•大さ等の掻めてよ 
く似た Tdragnaika の一種 | こ cavdkida i ■云ふのがある。本種の和名は從來チナカ•アシナ 
がグモと呼ばれてゐたが，こんど小松榮氏の用ひておられる卜が v ァ-ンナダグ乇の方が i 
い名だと思ふから今後小生 t これ4用ひてゆきす:いと思ふ。さて此の兩種4•區別す S 1二 
U 蛛疣の位置4•以てすれば一秒 L 要しない T 簡單Iこ片づいて了ふ。 fiP japonica の方は蛛 
疣 U 腹部下面の後端に位置してゐるが caudicula の方 U 後端ふりもはろか Iこ前方 U 位置し 
てゐる。そして腹部の先は尖つてゐ5。これトカ•リア-ンナがグ乇の和名がついす:所以で 
ある。日本內地の Telragnatha じは上記の外に Zea, niccensis, squamata 等あるが何れも綠 
疣の位 EU 腹部後端である。細かく分類すろと⑽如く榦疣の位匱が前方にある 
ものは Ewta 屬として扱はれる。奎海には Eucta javana も產する。 

3. 匕ラタグモ （Uroctea compactilis ) とイケダ匕ラタグモ （ U . ikedai ) 

日本領土內に產するび rodm はこ〇二種きりである。兩種は細かく比較すれ 

ば Epigyne の構造 
等に多少の相異はあ 
るが，一見した所極 
めてよく似た種で， 

只腹背の模様が目立 
つて異つてゐるのみ 
である。卽 compao 
tilis の方は腹部背面 
に大きな菱形の黑色 
斑紋があつてその周 
りは白く緣どられて 




第三 圖 U . compactilis ( 左）と U . ikedai ( 右 ) 
の腹部 （ Abdomen) 
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ゐるのであるが，後者 ihedai の方は腹背全體は少し綠色味のか、つた黑色で， 
前者の菱形の黑斑を取りまいてゐた白き部分がこの方では卵形の白色斑趿七僩 
となつて取り淺され他は全部黑くなつてゐるのである。故に compactilis の方 
では腹部背面に大きな菱形の黑い斑紋があると云ふべきを — の方では白 
き卵形〇斑紋が七つあると云ふべきな〇である。先づこの點だけで區別して大 
丈夫であると思ふ。因に今までの所仏 e ゴは内地からは見つかつてゐないか 
らもしそれらしきものを御採集になつたならば御通知願ひたいと思ふ0 

尙本種の禾銘にチヨウセンヒラタグモの別名があるが，此の蜘蛛は滿洲•支 
那方面にも分布してゐるから學名の ikedai をそのま、和名に用ひた方がよ V 、 
と思ふ。支那で昔から七星蛛と呼ばれてゐるのはこの蜘蛛の事で，その腹部〇 
斑紋からつけられた名稱である。又齊藤三郞氏は最近本種をタィリクヒラタグ 
モ U. limbata として報吿せられたが小生はまだその原記載を讀んでゐないか 
らこ X には用ひ®れた ihedai の學名を採用してぉいた。 

4. クサグモ CAgelena limbata) と：3クサグモ CA. opulenta) 

クサグ乇 (limbata) はコグサグモ Copulenta') i i-J も早く成熟すろし，大いさも前者は 

體長 15 mm . 內外になる I こ反し後客は iOmm . 位が簪通 

である。これだけでも大 體の區 別がつくわけであるが， 

次 I 二腹部下面の斑紋 I こ i ろ見分け方な記すことにする〇 

limbata i opulcnia i, Epigyne の部分から蛛疵 I こ至る 

間 I こ褐色の縱線が一本あるのであろが， limbata の方は 

色が淡くその代り幅が大變に廣いに反し， opulcTda の方 

11色が溫くその代り幅ははろかに狹 v 、。 今少し 詳しく 

云へ：前褐碟の幅が Epigyne の幅の三倍位もめろ 

が，後者は Epigyne の幅と袷 ':同大で bho :れで 

見分けると非常に簡單であるが最後!こ最 L 正確な方法 

として Epigyne の形比較してぉく 〇第4 _上は Km - 

baia 下は opiderda のそれな描いたものであるが，これ 

L 非常 I こ面白いこと I こ前者はダ/レマ4»$かさにしれ樣 

な形をしてゐろが後者はダルマな立てす:樣な格好をし第き圖 A ;，bata 〇〇と 

A. opulenta 〔下） の 性吨 

てねるので記憶に便利なわけであろ。先づこれた♦け 4* ( Epigyne ) 
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知つておけば 十分であらうと 思ふ 0 日本 内地に 產すろ Agdena I こ U 上記二種の他ら note, 
labyrirUhicay japonica, tubicda 等がめるが個體數が多くな V 、 。 

5. h ゲグモ （Gasteracantha khulii ) とフタホシ h ゲグモ （ G . 
mammosa ) 

日本領土內でも臺灣へ行けば Gasteraeantha の種類が多いが，內地では 
Ichvlii h r)iammosa の二種きりである。故に先づ內地の方はこの二種の區別點 
をよく知つておけば採集 L た時にすぐ區別がつくわけである。それは極めて簡 
單なことで，第7圖と第8圖を比較して下さればわか る mcJchulii の方の腹部 
の突起は只單ななる突起であるに反し mammosa 〇方は夫々の突起は皆臺の上 



にあることである。卽一旦ふくらみがあつて其の上に棘が出ておれば饥 ammosa 
の方で，臺がなければ祕谈?:であると御決定になつてよいわけである 0 hhulii 
は廣く關東地方まで分布してゐるが rriammosa は今の所近幾地方までしか知ら 
れてゐないと思ふ。何れにしても本屬の蜘蛛は全部南方系のものである。細分 
式の分類に於ては mammosa ^ Tholacantha と云ふ屬に入れられる。臺灣に 
は hhulii によく似て更に棘の長い Pochypleuracantha sautori を產し更に齋 
藤三郞氏は最近クロオビトゲグモ（ひ sola ), ブチトゲグモ （(?. sparsa) f タイ 
ワントゲグモ（ひ fcrmosana ) の三新種を報告した。尙齋藤氏は mammosa 〇 
學名にひ brevispina を用ひておられるし， hhulii 〇學名にひ leucomelas t 
用ひる人も相當にあるから注意を要する。 
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6. アシナガ：!マチグモ CChiracanthium eutittha) と カバ キコマチグモ （ C. 

japonjcum) 


ハへ卜 V デモとドクグモは最 I 種の鑑別に困難な類であるが， Chiracanthium の如き L 
それ I こ次ぐものではないかと思ふ〇 n 本產の同屬 I 約十種知られてゐるが何 n i * 成熟す 
るま Ttts •うしても見分けがつかない。否成熟して L 本當 i こよく似たものである〇例へ 
11* a lasdvum U 隨5?•各地から產する：とは報吿されてゐろが，これの$と japonimm の 
$とは觸肢の楙造と云ひ其の他 I こ於て L 實 I こ i く似てゐろ〇最近小生の精密な調査の結 
果 I こ i ろと中部•關東•與羽の各地方から北海道にかけて最も多いのは lasdvum でなく 


X japonicnm であった。勿論今までの報吿 U 間違ってねるかゐないかは小生の知る範圍 
ではな v、 が，現在!:でに最も多く予Iこ遂られて來す:標本 U 袷ご如 pm れ m であつたこと 


明記しておく次第であろ0それ U さてお-> ;、には先づ eutittha と japmicum の二種 
のみに乾 TC 區別點4•あげ，何れ又多くの同屬に就て比較研究4■してみ n いと思ふ。 




第六圖 C. eutittha ( 上）と 
C. japonicum ( 下） 

の性威 〔Epigyne) 


さて euiiUha の方 U 原記載 I こ ！ ^undort unbekant と 
出てゐるが，本種は矢張九州方面に產すろ t のらしく 
最近予 U 王寺幸莧氏 i リ完全な9成體の標本4>貰ひ受 
けすこ〇此の種は一見して慌くことは步脚の掻めて長い 
ことであ測定の結果體長 ] 2 mm . I こ尉して第一步 
脚の如きは贸1こ 34 mm . もゎリ體長の約三倍に達して 
ね to 元來 Chiracanthium は第一歩脚の長い點で Gw - 
biona と區別されろのであろが，長いと云つても蒈通の 
種で【1大低體長の二倍位の t のであろ〇例へば japo ¬ 
nicum の測定の結果體長 10 mm . Uit して丁度二倍 
の20 mm . であつす:〇三倍もあるのは恐らく本種た•け 
ではないかと思ふ0この點で予は今回 eut 袖 cil こア-ン 
ナがづ マチ ク•モの新稱4•附することにしれ〇更 I こ兩者 
の區別點^■あげると evlittha の胸板は赤く japonica 
の胸板 It 體と同樣樺黄色である〇最後に愈々これらの 


種に間違ひなきかを確めるためIこ兩種の Epigyne の形も蹋示しておいす:〇第6圖上は前 
者下は後者てあるから i く御比較潁ひす:い0尙3 0見分け方は後日Iこゆづることにすると 


因に日本產 Chiracanthium 屬の蜘蛛で主なるIのは上Iこ出て來す:三種の他に 


kompiricolay unkum 等あり，關東地方Iこ U 岸田久吉氏の命名しす：エド 3 マチグ乇〔(X 


rubicundvlurn) が普通である〇 



7. ダニグモ (Gamasomorpha cataphtacta) とウスイロダニグモ 
(G. karschi) 

體長 2 mm . 內外にしか達しない小形な蜘蛛で樹皮の間等に生活し而も腹部 
の上面と下面には鎧を着た樣に厚い甲を持つた六眼の種に Gam 贈 morpha と 
呼ぶものが內地に三種瘿んで居り，東京市內でも二種を見出すことが出來，冬 
期成熟して居る。其の一を cataphracta と 云 ひ他を karschi と 呼ぶ。 cataphrct- 
da とは鎧を着たと云ふ意味である。此の兩種は和名の示す通り色彩に多少の 
差が あつて ka/nchi <〇卞 が淡いことは淡いがこれだけで比較することは大なる 
危險である。そこでもつと詳しく調べると蛛疣の位置 Epigyne の稱〖造等も違 
つてゐるが，小生はこ^に眼の配置と大さによつて見分ける方法を御紹介申上 

たいと思ふ。 第 7 圖 
左は cataphrada , 右 
圖は harchi の單眼 
の並び方を圖示した 
ものである：^,これ 

第七圖 G. cataphracta ( 左）と G.karschi 〔右〕 

の眼の配置 CAugenslellung ) は兩者とも頭部の斜 

上方から全部の眼が見えるやうにして描いたのであるから此の點を注意して御 
覽願ひたいと思ふ。尙'餘談ではあるが蜘蛛の眼を觀察する時は必ず上記の如く 
するのが必要條件であつて，これを問違へると 
間眼の內曲か外曲かも違つてくる場合が多いわ 
けである。尙圖に描く時にも前列服を上にして 
描く學者と後列眼を上にして描く學者とある 
が，何れにしても 一つの 著書論文に於ては一定 
しておくことが讀者に對して親贺と云ふもので 
あ.る。 C : ないと前列眼と後列眼をとり違へてと 
んでもない間違ひを來すことがある。大體に獨逸の學者は後列眼を上にして描 



〔Taster ノ 
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く。小生の此處に掲げた圖は前列眼を上にして描いたものである0さて話は又 
元にかへるが，此の兩圖をよく比較するとすぐ氣づくことは，前者卽 cataph- 
racta の後列中眼は側眼に比して大さは非常に劣つてゐるが後者即 Jcarschi 〇 
方は四眼共殆ど同大であることである。この點をよく呑みこんで顯微鏡を观け 
ば難なくその何れなるかを決定出來ると思ふ。 

又前港の後列眼は後曲してゐ51こ反し，後者のそれ U 前曲してゐろゃうにも見える。 

こ nu 分類學上重視すべき：とで，これだけの差異があれば別屬として扱はるべさもので 
あろが，小生の見誤りであるか知れないから後日の再硏究 I こゆづることにする〇 

尙3の方は第&圖の如く觸肢の先が長く細くのびてゐるのが cataphractaX % 
先が丸く尖つてゐないのがゐ arsc / u ♦であるからこれ又すぐに見分けがつくわけ 
である。 

3. シモ フリタ ナグモ CTegenaria corasides) とシモ フ リイホグモ 〔Coras 
msidiosus) 

-ンモフ v タナデモは一名カキネク•モとも云はれてゐる〇後:#の和名4•用ひておら n 冬 
のは小松敏宏氏で，誰が初めて用ひた和名かは小生 u まだ調べ n ことがないが，同縣の蜘 
铢も初めて硏究されす:金子光司氏の在信州時代から用ひられてゐす’•のではないかと思つ 
てゐる。小松榮氏は木锺に對してメカ*ネタナデモな名和名4•用ひておられろが，多分こ 
れ u 新稱 "CU ないかと思ふ〇以上三つの和名の中小生は小松敏宏氏の用ひるカキネグモ 
は最 t i い名だと思つて*るが，：、には從來通りシモフ v タナク，モを•用びておいす:〇小 
松敏宏氏I：[又本種の學名〜 Coras corasides としておられるが，これに就ては小生は矢锒 
リ Tegenaria i こ入れろ方が正しいと思つてゐる〇而し實際實物|こ ft n つてみるとこの蜘 
株は Tegenaria の方ふリIむしる Coras 0方に近い感 C； がすろ。元來ダ enaria と Coras 
は直眼の大さ Ui つて區別されてゐるのである〇即直眼が第一間眼ふりも目立つて大告 
いのが Coras で，直眼と第一間眼とが培ご同大の場合は Tegenaria とされるのであろ。 
そこで corasides であるが，此の蜘蛛は大體の彩は Coras U 似てゐるが，眼の大さは矢張 
り Tegenaria の方Iこ近い。故Iこ命名者 t Coras \Z 似 f こ Tegenaria と云 ふ意昧で Tegenaria 
coraddes なる舉名もつけれの* m ないかと思ふ。話は大分本筋な離れてしまつれが，これ 
で Coras と TegenaHa の區別が： b •分りになつれ事と思ふ〇從つて又和名は又く似てゐ S 
が T. corasides と C , imidiosus l [X全然別な t のであろ事もおわかりになつす:わけであ 
る。而して corasides は到る所の垣根•古木の樹皮下等に極めて簦通な種であるが，これ 
Iこ似た種類は Te 9 enana t Coras 其他近似の靥Iこ數十種 L あつて，一見しての區別は中々 
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面倒なものである。勿論こ、で U 全ての種4比較することが出來ないから，氕 ccrasides 
な其の近似種と見分ける方法として同種の Epigyne の構造 
な圖示しておく。此の Epigyne の形!1肉眼Iこて t 明瞭Iこ見 
ることが出来ろものであろから直ちIこ本種であろか否か〜 

知り # る わけで あろ〇因 Iこ 本邦產 Tegenaria 爾の 主なる i 
〇11 corastdes 0他 i こ curta, dia f Derhimi, 等であ 

り， Coras 厲の 主な ものに it infridiosus 0他|こ luciuosus y 
planq;i 等がある。 



第九圖 T. corasides 

の性城 （ Epigyne) 


タニガハドヨウグモ (Meta yunohamensis) とタニマノドヨウグモ 
(M. kompirensis) 

Meta vunohamensis の和名に從來ュノハマドヨウグモ， -¥• kompirensis の和 
名にコンビラドヨウグモが用ひられてゐたが，どちらも一地方特產を意味する 
やうなきらひがあるので，小生はこ、に小松榮氏の用ひておられるタニガハド 
ヨウグモと，片桐三樹氏の用ひておられるタニマノドヨウグモを夫々用ひるこ 


とにする0而し兩者はあまりにもよく似た問違ひ易い名稱であると思ふので， 
後者に對しては何時力■當な和名につけ改めたいと思つてゐる。さて此の兩種 
は極めてよく似た種で，習性も全然同一であり， Epigyue の構造も酷似してを 
り，腹部の斑絞の如き全然同一の場合がある。そこで此〇兩種を見分ける最も 
狼要な點をあげると，先づ第一は kompirensis の方が yunohamcmis よりも步 
却が長い點であり，第二は背甲主として頭部の斑紋に差異のあることである 0 

この内第二の方法で見分ける〇 
は最も手つとり早いのである。 
卽眼域 ( Augen ) のすぐ後方に 
於て黑褐色の斑紋が第1〇圖左の 
如く眼鏡狀になつてゐるのは 
vunohamensis で , kommremis 
の方は予のみた範圍では常に同 
圖右の如く中央に縱の白い線が 




第十圆 W. yunohamensis (左）と M. 
compirensis (お：）の頭胞部 （Cepharothorax;) 
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あるだけで，決して眼鏡吠にはなつてゐなかつた；^腹部の模樣は前記の如く全 
然同一の場合があるから餘程注意しないと B 8 違ひをおこす種であると思ふ。邦 
產 Meta 屬の蜘蛛は上記二種の他に doenitzi, reticulata = segmentata, 等あ 

るが，この中 vena は命名者、 Doeiiitz 及 Strand 兩氏も疑つておられる通り， 
間違ひなく kompiremis の無斑型炫つけられた名稱であると思ふ。小极榮氏は 
vena にャ マド ヨウ グモ なる和名を附 して 採用されてゐるが， kompirensis^ vena 
であるとすれば前者の學名を用ひる方が正しいのである。何れこの問題に就て 
は稿を改めて論議したいと思つつゐる。 

10. イワクイロハシ y グモ （Dolomedes sulfureus) とスヂチヤハシ 1 J グモ （D. 

Timbnatoides) 

言隹しもおつしゃられる如く Dolomedes 馬の種の區別は確か|こむづかしいものである。 
特に stdfureus と fimbriaioides の如冬 U 極めて i く似す：Iのであろ。從來黃色つぼい DoIg - 
medes の幼蝶又 (1subadult は大抵 suljureus だらうと思つてその樣Iこ同定した場合が多 
かつす：のであるが，最近はどう L その中に/が相當多數温入してゐわので U 
ないかと思はれて來た〇スゲボソノ、-ンVデモの幼蛛も時 <こ此^ Wews の如く無斑型の場合 
かもろのであるが大抵の場合け腹背の黑條が目立つてぬるから先つ誤ろ：：とが少いと思 
ふが，抑. (fure 似と fimbriaioides とは党 i こ黑條〜缺いてゐるから幼蛛 il 於てけ袷で區別の 
つかないものでめる。さ•て此の兩種の差異點であるが，成體Iこ於ては前者の-方が後者ふり 
Ut 〇かに大形であるし又色が漶くて濃褐色であるが，後 
者の方は色が淡く先づ黃色に近い方で，大して大きくはな 
らない。亦腹背Iこ楔樑が多いのは fimbiiatGides X svlfureus 
の方は多くの場合斑紋が明らかでない。而し兩種は酷似 
した種であるからその何 n か一方なはつきり見分けろ方 
法知つて: b’ くべ合Xあろ〇それがす：めこ、に ii sid/ureus 
の Epigyne の圖を揭げておいす:〇こんな簡單なハ-卜形第十一圖 D. sulfureus の 
の Epigyne も持つて*)ろのは suljureus であるから大戀 性域 （Epigyne〕 

覺之るのに都合が i いわけでもろ0尙序乍ら本邦產の Dolomedes には上記二種の他に 
anffumviraaitis , pallitarsis ， hercuks , japorvicus , omger , raptor , saaantis 等力 5 あス〇 •れ笔の 
各種に就ての區別は本誌 VqI 3, No. 4 Iこ揭載の岸田久吉氏「日本帝國產ハシリグモ灞 
諸種 f こ就て」4•御覽下さ n ば大體おわかりになること、思ふ〇 




